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鶏肉 
◆飼養動向 

 ３年２月現在の出荷羽数は平成３１年比２.７％増 

 ブロイラーの飼養動向は、小規模農家の廃業や大規模

層（年間出荷羽数５０万羽以上）のシェアの拡大を背景

に、出荷戸数は減少傾向で推移する一方、出荷羽数は増

加傾向で推移している。 

 令和３年のブロイラーの出荷戸数は２１９０戸（平成

３１年比３.１％減）と平成３１年をやや下回った（図

１）。また、出荷羽数は７億１３８３万４０００羽（同

２.７％増）と３１年をわずかに上回った。この結果、

１戸当たりの出荷羽数は３２万６０００羽（同５.９％

増）と３１年をやや上回った。 
 

図１ ブロイラー出荷戸数および出荷羽数の推移 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：令和２年は農林業センサス実施年のため、調査休止。 

◆生 産 

 ２年度の鶏肉生産量、前年度比０.１％増

 鶏肉の生産量は、消費者の根強い国産志向や健康志向

などを背景に増加傾向で推移している。 

生産量は、平成２３年度以降、１０年連続で前年度を

上回って推移している。令和２年度は１６４万８６２５

トン（前年度比０.１％増）と過去最高となった（図２）。 

図２ 鶏肉の生産量の推移 

資料：農林水産省「食鳥流通統計」、「食料需給表」より農畜産業振興機構推計 
注：骨付き肉ベース。
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◆輸 入 

 ２年度の鶏肉輸入量は前年度比３.４％減、鶏肉調製品は前年度比７.７％減

鶏肉 

 鶏肉の冷蔵品は消費期限が短いことから、輸入品のほ

とんどは主に加工・業務用向けに利用される冷凍品であ

る。 

 鶏肉の輸入量は、近年、加工・業務用向けの需要が高

いことから、増加傾向で推移しており、平成２９年度に

過去最高を記録した。令和２年度は、新型コロナウイル

ス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の影響により業務用需要

が減少する中、国内の輸入品在庫が高い水準で推移して

いたことなどにより、５５万２８３２トン（前年度比 

３.４％減）と前年度をやや下回った（図３）。 

輸入価格（ＣＩＦ）を見ると、１キログラム当たり 

２０６円（同１７.１％安）と前年度を大幅に下回った。 

 

図３ 鶏肉の輸入量および輸入価格の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 
注：実量ベース。 
 
 

 

 

鶏肉の輸入量を国別に見ると、ブラジルが全体の約７割

を占める最大の輸入先であり、タイ、米国がそれに続く。 

 ブラジルからの輸入量は、増減を繰り返しながらもお

おむね増加傾向で推移してきたが、２年度は、４０万 

４６４７トン（同４.７％減）と前年度をやや下回った

（図４）。 

 タイからの輸入量は、近年増加傾向で推移しており、

平成３０年度および令和元年度は中国からの引き合いが

強まったことなどにより減少したものの、２年度は、 

１３万３３６２トン（同４.２％増）と前年度をやや上

回った。 

 米国からの輸入量は、クリスマス需要向けなどの骨付

きもも肉が多くを占めている。２年度は、米国内で発生

した高病原性鳥インフルエンザの影響などにより、１万 

２３２３トン（同２３.３％減）と前年度を大幅に下回

った。 

 

図４ 鶏肉の国別輸入量の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 

注：実量ベース。 
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鶏肉調製品 

 鶏肉調製品（加熱処理や衣付け、調味した鶏肉など）

の輸入量は、近年、食の外部化（外食、中食など）の進

展や主要輸入先における高病原性鳥インフルエンザの発

生に伴う鶏肉の輸出停止による調製品への切り替えなど

を背景に、増加傾向で推移している。主な輸入先は、加

熱処理施設が多数存在するタイおよび中国で、両国から

の輸入量の合計は全体の９９％を占める。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響で外食需要が

減少したことなどから、４６万７３０４トン（前年度比

７.７％減）と前年度をかなりの程度下回った。（図５）。 

２年度の鶏肉調製品の輸入量を国別に見ると、タイか

らの輸入量は、３０万４１５０トン（同３.８％減）と

６年ぶりに前年度を下回った。なお、輸入量に占める割

合は６５％となった。 

中国からの輸入量は、１５万７７４１トン（同１４.３％

減）と２年連続で前年度を下回った。なお、輸入量に占

める割合は３４％となった。 

 

図５ 鶏肉調製品の国別輸入量の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 

 

◆消 費 

 ２年度の推定出回り量は前年度比０.３％増、家計消費量は前年度比 

１１.７％増

 鶏肉の推定出回り量は、近年、消費者の健康志向など

を背景に、増加傾向で推移している。 

 全体の約４分の３を占める国産品は、仕向け先の大半

を占めている家計消費が好調なことから、増加傾向で推

移している。令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響に

よる巣ごもり需要の増加などにより１６５万９６６トン

（前年度比０.５％増）と１０年連続で前年度を上回り、

過去最高となった。 

 主に加工・業務用に利用されている輸入品は、外食や

中食需要の高まりにより、近年増加傾向で推移してきた

が、２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響により外食需要

が減少したものの、空揚げなどの持ち帰り需要の増加な

どにより、５５万７１３６トン（同０.１％減）と前年

度並みとなった。 

 この結果、２年度は２２０万８１０２トン（同０.３

％増）と１６年連続で前年度を上回り、過去最高となった

（図６）。なお、合計に占める国産品の割合は７４.８％（同

０.１ポイント増）となった。 

 

図６ 鶏肉の推定出回り量の推移 

 
資料：農畜産業振興機構推計 

注：実量ベース。 
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家計消費 

 鶏肉消費量の約４割を占める家計消費量は、消費者の

健康志向を反映し、増加傾向で推移している。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による巣ごも

り需要の増加により、年間１人当たり６.４キログラム

（前年度比１１.７％増）と１０年連続で前年度を上回

り、過去最高となった（図７）。 

 

 

 

図７ 鶏肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 

 
資料：総務省「家計調査報告」 

◆在庫 

 ２年度の推定期末在庫量、前年度比３.９％減

 鶏肉の推定期末在庫量は、その８割以上を輸入品が占

めることから、輸入量の動向に大きく左右される。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による巣ごも

り需要の増加で国産品の出回り量が増えたことや国内の

輸入品在庫が高い水準だったため輸入量が減少したこと

などから、１６万３８０２トン（前年度比３.９％減）

と前年度をやや下回った（図８）。 

このうち、輸入品は１３万５０２２トン（同３.１％

減）とやや、国産品は２万８７８０トン（同７.５％減）

とかなりの程度、いずれも前年度を下回った。 

図８ 鶏肉の推定期末在庫量の推移 

 
資料：農畜産業振興機構調べ 

◆卸売価格 

 ２年度の鶏肉卸売価格、もも肉は前年度比８.６％高、むね肉は前年度比 

１４.２％高

 国産鶏肉の卸売価格（ブロイラー卸売価格・東京）は、

日本では、「もも肉」に対する消費者の嗜好
し こ う

が高いこと

から、価格水準が「むね肉」に比べて２～３倍高くなっ

ている。「もも肉」は、主にテーブルミートに仕向けら

れており、「むね肉」は総菜やチキンナゲット、ソーセ

ージなど主に加工･業務用利用が多くなっている。 

「もも肉」は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による巣ご

もり需要の増加から量販店を中心に引き合いが強く、

１キログラム当たり６４４円（前年度比８.６％高）と

前年度をかなりの程度上回った（図９）。「むね肉」は、

ＣＯＶＩＤ－１９の影響により外食需要は減少している

ものの、加工用および量販店需要が好調だったことから、

同２９７円（同１４.２％高）と前年度をかなり大きく

上回った。 
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図９ 国産鶏肉の卸売価格（東京）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「食鳥市況情報」 
 注：消費税を含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小売価格 

 ２年度の小売価格（もも肉）、前年度比０.８％安

 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）は、消費者の健康志

向や他の食肉に対する価格優位性に支えられた好調な需

要を反映し、近年は、１００グラム当たり１３５円前後

で安定的に推移していた。 

２年度は２年１２月～３年３月は前年同月の水準を上

回って推移したものの、２年４～１１月はおおむね前年

同月の水準を下回って推移した結果、２年度の価格は同

１２９円（前年度比０.８％安）と、前年度をわずかに

下回った（図１０）。 

 

 

図１０ 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）の推移 

資料：総務省「小売物価統計調査報告」 
 注：消費税を含む。 
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